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の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
違
反
行
為
（
旧
法
第
七
条
の

二
第
一
項
（
旧
法
第
八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
も
の
に
限

る
。）」
に
、「
新
独
占
禁
止
法
第
五
十
条
第
六
項
」を「
新

私
的
独
占
禁
止
法
第
六
十
二
条
第
四
項
」
に
、「
新
独
占

禁
止
法
第
四
十
九
条
第
五
項
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止

法
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
新

独
占
禁
止
法
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
新
私
的
独
占

禁
止
法
」
に
、「
第
五
十
一
条
第
一
項
本
文
」
を
「
第
六

十
三
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
新

独
占
禁
止
法
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
五
十
一
条
第
一
項

た
だ
し
書
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
第
六
十
三
条
第

一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
三
項
及
び
第
八
条
中
「
新
独
占
禁
止

法
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
用
地
」
と
は
、
農
地
（
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）及
び
農
地
以
外
の
土
地
で
主
と
し
て
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
の
た
め
の
採
草
又
は
家
畜
の
放
牧
の
目

的
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
用
地
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
土
地
を
い
う
。

一

農
用
地

二

木
竹
の
生
育
に
供
さ
れ
、
併
せ
て
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
の
た
め
の
採
草
又
は
家
畜
の
放
牧
の
目
的
に
供
さ
れ

る
土
地

三

農
業
用
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
と
は
、農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化
を
促
進
す
る
た
め
、

都
道
府
県
の
区
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
農
業
振
興
地
域
の
区
域
内
に
限
る
。）を
事
業
実
施
地
域
と
し
て
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行

う
事
業
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
行
う
も
の
を
い
う
。

一

農
用
地
等
に
つ
い
て
農
地
中
間
管
理
権
を
取
得
す
る
こ
と
。

二

農
地
中
間
管
理
権
を
有
す
る
農
用
地
等
の
貸
付
け
（
貸
付
け
の
相
手
方
の
変
更
を
含
む
。
第
十
八
条
第
七
項
に

お
い
て
同
じ
。）を
行
う
こ
と
。

三

農
地
中
間
管
理
権
を
有
す
る
農
用
地
等
の
改
良
、
造
成
又
は
復
旧
、
農
業
用
施
設
の
整
備
そ
の
他
当
該
農
用
地

等
の
利
用
条
件
の
改
善
を
図
る
た
め
の
業
務
を
行
う
こ
と
。

四

農
地
中
間
管
理
権
を
有
す
る
農
用
地
等
の
貸
付
け
を
行
う
ま
で
の
間
、
当
該
農
用
地
等
の
管
理
（
当
該
農
用
地

等
を
利
用
し
て
行
う
農
業
経
営
を
含
む
。）を
行
う
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

附
則
第
八
条
第
一
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
二
十
条

の
二
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
二
」に
、

「
つ
い
て
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
つ
い
て
私
的
独
占
の

禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
さ

か
の
ぼ
り
」
を
「
†
り
」
に
、「
行
為（
新
独
占
禁
止
法
」

を
「
行
為
（
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
、「
命
令
を
新
独

占
禁
止
法
」
を
「
命
令
を
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中「
新
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
三
」

を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
三
」
に
、「
つ
い

て
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
つ
い
て
私
的
独
占
の
禁
止
及

び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
さ
か
の
ぼ

り
」
を
「
†
り
」
に
、「
行
為
（
新
独
占
禁
止
法
」を「
行

為
（
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
、「
命
令
を
新
独
占
禁
止

法
」
を
「
命
令
を
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
四
」を「
新

私
的
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
四
」
に
、「
つ
い
て
新
独

占
禁
止
法
」
を
「
つ
い
て
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正

取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
さ
か
の
ぼ
り
」
を

「
†
り
」
に
、「
行
為
（
新
独
占
禁
止
法
」
を「
行
為（
新

私
的
独
占
禁
止
法
」
に
、「
命
令
を
新
独
占
禁
止
法
」
を

「
命
令
を
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
五
」
を
「
新
私
的

独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
五
」
に
、「
つ
い
て
新
独
占
禁

止
法
」
を
「
つ
い
て
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
さ
か
の
ぼ
り
」
を
「
†

り
」
に
、「
行
為
（
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
行
為
（
新
私

的
独
占
禁
止
法
」
に
、「
命
令
を
新
独
占
禁
止
法
」を「
命

令
を
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
八
十
三
条
の

四
か
ら
第
八
十
三
条
の
七
ま
で
」
を
「
新
私
的
独
占
禁

止
法
第
八
十
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
第
二
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
」を「
新

私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
四
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

一
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
私
的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
に

よ
る
改
正
後
の
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確

保
に
関
す
る
法
律
（
次
条
か
ら
附
則
第
八
条
ま
で
、
附

則
第
十
五
条
及
び
附
則
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て

「
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中

「
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改

め
、
同
条
第
四
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
七
条
の
二
第

二
十
五
項
（
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止

法
第
七
条
の
二
第
二
十
五
項
（
新
私
的
独
占
禁
止
法
」

に
、「
に
新
独
占
禁
止
法
」
を「
に
新
私
的
独
占
禁
止
法
」

に
、「
事
件
に
つ
い
て
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
事
件
に
つ

い
て
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
に
、「
又
は
新
独
占
禁
止
法
」
を「
又
は
同
法
」

に
、「
新
独
占
禁
止
法
第
五
十
条
第
六
項
」
を
「
新
私
的

独
占
禁
止
法
第
六
十
二
条
第
四
項
」
に
、「
新
独
占
禁
止

法
第
四
十
九
条
第
五
項
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
第

五
十
条
第
一
項
」
に
、「
お
け
る
新
独
占
禁
止
法
」を「
お

け
る
新
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
新
独
占
禁
止
法
第
七
条
の

二
第
一
項
」
を
「
新
私
的
独
占
禁
止
法
第
七
条
の
二
第

一
項
」
に
、「
つ
い
て
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
つ
い
て
私

的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
に
、「
又
は
新
独
占
禁
止
法
」
を
「
又
は
同
法
」に
、

「
さ
か
の
ぼ
り
」
を
「
†
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
新
独
占
禁
止
法
第
七
条
の
二
第
七
項
」
を
「
新
私

的
独
占
禁
止
法
第
七
条
の
二
第
七
項
」
に
、「
つ
い
て
新

独
占
禁
止
法
」
を
「
つ
い
て
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公

正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
又
は
新
独
占
禁

止
法
」
を
「
又
は
同
法
」
に
、「
さ
か
の
ぼ
り
」
を
「
†

り
」
に
改
め
る
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
一
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

第
一
節

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
第
三
条
）

第
二
節

農
地
中
間
管
理
機
構
（
第
四
条
e

第
十
六
条
）

第
三
節

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
（
第
十
七
条
e

第
二
十
二
条
）

第
四
節

連
携
及
び
協
力
等
（
第
二
十
三
条
e

第
二
十
六
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
二
十
七
条
e

第
三
十
三
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
三
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
そ
の
他
こ
れ
を
推
進
す
る
た

め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
、
耕
作
の
事
業
に
供
さ
れ
る
農
用
地
の
集
団
化
、

農
業
へ
の
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
の
促
進
等
に
よ
る
農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化

の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
農
業
の
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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